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『チーム共用による技術職員組織構築の過去・現在・未来』 

主催：岡山大学 

共催：一般社団法人 研究基盤協議会（CORE）、東京工業大学、山口大学、琉球大学 

 

【本シンポジウムの趣旨と目的】 

岡山大学では 2023年 4月に研究者らとともに課題解決を担うパートナーとして重要な存在である技術職員を組

織化し、全学組織の『岡山大学総合技術部』を新たに設立しました。 

そこで今回、研究基盤の要となる技術職員の組織構築をテーマに、組織化の学内調整やチーム共用体制の検討

等、組織の組成・運用での生みの苦しみやワクワクなどを４大学から事例を紹介し、組織構築の共通点や違いから新

たな発見を発信することにしました。また、技術職員と事務職員をパネリストに、組織立ち上げから現在に至るまでのプ

ロセスの工夫や課題対応、今後の発展など、過去・現在・未来についてパネルディスカッションを行い、今後、組織化す

る機関や課題を抱えている機関等の一助となることも目的としております。 

 

【特別講演 「大学の研究力強化について～研究基盤の観点から～」  

文部科学省 研究振興局 大学研究基盤整備課 課長補佐 山本 武史】 

 大学研究基盤整備課としては、オールジャパンの視点での取り組みを行っており、研究基盤について全国的な観点

からどう考えていくかを含め大学の研究力強化について説明。 

○大学の研究基盤マネジメントについて 

 平成 17年度から整備の在り方（設備の共用共同利用、リユース、大学間連携、技術職員等）の議論をし、 

「設備マスタープラン」、「設備サポートセンター」、「研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」の策定に至ってい

る。各大学で研究力に関する議論に際して、研究基盤の観点を取り入れ、研究基盤マネジメントを推進することが重

要。設備のみならず、それを支える組織にも着目している。研究マネジメントを担う者等、高度専門職人材も重要。 

○大学の枠を超えた研究力強化（共同利用・共同研究体制） 

 研究力強化のためには大学の枠を超えた全国的な観点で物事を考えていくことが重要。 

  その際、中規模的な研究装置や技術職員のキャリアパスなど大学の枠を超えた研究環境改革にも着目していかな

ければならない。 

○大学の枠を超えた研究力強化（中規模設備） 

 学内共同・学外共同利用に資する中規模設備の観点では、現在仕組みが見えていないという声。 

  従来は各大学単位で考えていた中規模設備も、全国的な観点から整備や運用の仕組みの検討が重要。 

  技術職員について設備利用・共用に際してコンサルティングなど研究力のハブとしてその役割を考えることが重要。 

○研究力強化に必要な課題及び対策に関する調査について 

 「全国的な観点からの研究力の分析」や「研究力に資する研究活動研究力強化との関係分析」などを各大学に 

調査を進めており、中規模設備の国としての整備方針策定にも活用していきたい。 

 

 

 

 

 

研究基盤 EXPO2024 ウィーク 岡山大学シンポジウム 開催報告 



 
 

【基調講演 「“未来”を共に築く岡山大学総合技術部の立ち上げ方」 】 

 岡山大学 学長 那須保友 ／ 岡山大学 総合技術部 部長 田村 義彦 

 岡山大学の那須学長から、総合技術部を創設したきっかけや岡山大学コアファシリティ構想を説明し、最後に総合

技術部の期待を伝え、田村部長と壇上で交代。その後、田村部長から総合技術部の立ち上げや学内での位置づ

け、キャリアパスを説明し、組織化のメリットや課題、総合技術部のこれからについて発表。 

○那須学長 

総合技術部の創設きっかけは、研究基盤 EXPO2021シンポジウムに当時研究担当理事として執行部側で登壇

したことで技術職員を深く知り、コアファシリティ構築支援プログラムに不採択でもこれは重要でやろうと決意。 

その後、2021年度にコアファシリティタスクフォースを設置し、タスクフォースメンバーで基本的な考えを勉強し、これを

大学経営戦略会議等の学内の会議体にかけ認知を広める。そして 2022年度に本格的にコアファシリティ設置準備

室に移行し、メンバーを増員し、どうあるべきかを話し合った。 

技術職員向けの説明会も実施したが、学内の技術職員 80名がお互いの業務を知らず、横の繋がりがないことに

驚き、ガイドラインに沿ったコアファシリティ構想を作っていく中で技術職員の集約組織も作らなければならないと思った。 

機器共用化に向けた岡山大学のコアファシリティ構想は、研究設備と技術職員を「研究基盤」とし、技術職員の集

約組織を作り、技術職員の新たなキャリアパスを構築していく。ただし全てがスムーズにいったわけではなく、教員、事務

職員、技術職員の様々な思いが衝突し進まない時期もあったが、田村部長に、技術職員としてどうありたいかを問い、

検討組織を少し変えたことで、3 か月程度で今の形ができた。技術職員自身が考えることが一番重要だと思っている。

技術職員は、研究・教育のパートナーであり、技術職員のありたい姿を確立し、執行部がサポートするのが大事。 

○田村部長 

2023年度より全学一元化した組織の総合技術部を立ち上げ、当面現状の業務を維持したまま、まずは全学技

術職員が繋がることを意識し活動。教育・研究のパフォーマンスを上げるべく、今までの研究室・学科・学部の部分最

適のみならず、全学的な最適化を意識することを求めている。 

組織は学長直下のため、直接意見を大学戦略に反映できる。構成は、既存のコミュニティを基にし、4課に配属。

職階・職位は、マネジメント機能強化と技術の高度化を視野に入れた新たなキャリアパスを作り、事務組織と近づける

ことで立場のイメージが共有でき、研修会も合同で実施可能な体制。 

組織化のメリットは、部課長のマネジメントや技術専門員主体の企画運営により研修・活動報告・社会貢献の実

績を積み重ねていること。課題としては特に部課長がプレーイングマネジャーのため業務の兼ね合いが今後検討課題。 

岡山大学の特長は、チーム共用体制による協働や事務職員との連携が出来ていること。 

最後に私が思う組織を立ち上げる勘所は、「任せる勇気と責任を取る覚悟」。 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学 那須学長           檀上で握手する 2人         岡山大学 田村部長 



 
 

【パネルディスカッション 「４大学から発信する技術職員組織構築の過去・現在・未来」 】 

モデレーター：岡山大学 副理事（研究・産学共創総括担当）・副学長（学事担当）・総合技術本部長   

佐藤 法仁 

パネリスト：東京工業大学 高橋 久徳、三原 美政 山口大学 河本 直哉、三浦 勝弘             

琉球大学 勢理客 勝則、平良 喜彦 岡山大学 堀 格郎、松本 尊道 

【事例紹介（東京工業大学、山口大学、琉球大学）】 

３大学から技術職員組織構築のプロセスや特長、課題を紹介し、その内容を元にディスカッションに移りました。 

 

 

 

 

 

 

 

東京工業大学 高橋氏     山口大学 三浦氏       琉球大学 勢理客氏 

 

 

（佐藤）各大学の技術職員の組織や人材育成等のご発表から深掘りしてお聞きしたいと思います。 

 ここはまず本学の岡山大学からお聞きしたいと思います。本年度から総合技術部を立ち上げ、紆余曲折があったとお

聞きしましたが、立ち上げ当初から関わっていた事務職員の松本さんからどういうことだったかをお聞きしたいと思います。 

（松本）統括部局や総合技術部を作るときに、色々な意見がありました。その時に衝突があり、お互い譲らない場面

がありました。自分が良いという案を出し合って健全な議論ではありましたが、どうにも進まない状況でした。それでも最

終的に技術職員さんがどうしたいかを大切にするという流れになり、そこから進んでいったのが大きかったです。 

（佐藤）技術職員側からはどうだったでしょうか。 

（堀） 若手・中堅技術職員として設置準備室に入りました。衝突があったのも、入って間もなくでした。そこから技術

職員がやらなければいけないという意識に変わり、どういう組織にするのかを真剣に考えるきっかけになりました。 

（佐藤）先行する大学から情報があったからこそ岡山大学は最適な解を見つけることが出来たと思います。先行する

東京工業大学さんは、事例のない中で試行錯誤は岡山大学以上だったと思いますが、苦労した点をお教えください。 

（高橋）平成 19年技術部を立ち上げる時に、大多数の技術職員が研究室所属だったので、どうなるのだろうと心

配が大きかったです。その後、オープンファシリティセンターとして変わるときは、準備委員会等に携わる立場になり、大学

の中での技術職員の在り方がわかるようになりました。センター化し、大きかったのが事務職員と組織的にタッグを組める

ようになったことです。設備マスタープラン等の大学として重要な任務も技術職員が主体としてできるようになりました。 

（三原）技術部の立ち上げ時は、技術部担当の契約担当グループ長でした。初めて事務的な業務を技術職員とし

たときには上手く意思疎通が取れませんでしたが、オープンファシリティセンターの時は、技術職員が事務職員との協働、

もしくは研究者との協働が進んだことで非常に業務がスムーズになりました。 

（佐藤）山口大学さんは組織を立ち上げたときのご苦労はいかがだったでしょうか。 

パネルディスカッション内容 



 
 

（三浦）技術職員と事務職員の間で立ち上げ時にトラブルはほとんどなかったと思います。技術職員の中心的な者か

ら意見をもらって、制度設計し、WGへも情報共有しながら円滑に進めることができたと思っております。 

（河本）組織化は、実は長年進んでいなかったのですが、本当に期が来ると半年で立ち上がったという印象です。 

（佐藤）次は琉球大学さんにマネージャーという変わった組織を立ち上げた理由をもう少しお聞きできますでしょうか。 

（勢理客）当初は山口大学さんや岡山大学さんのようにピラミッド型の組織を考え、学長にもっていきましたが、横の

連携を大事にしたフラットな組織にということで変更しました。それにより専門職だけではなく、多くの人が活躍できる場を

増えることを狙い作りました。 

（佐藤）マネージャーは 2年ごとだとお聞きしましたが、２年後はどうなるのでしょうか。 

（平良）2年後は学内で年齢は問わず公募しますが、マネージャーは２年任期の更新回数は制限なしで行います。 

（佐藤）今後どのように組織が変わっていくか注目に値すると思います。 

それでは次に組織力が高いのはどういう組織だと思いますか？ 

（堀） リーダーがきちんと全体を統一して組織として運営できるのが強い組織だと思います。 

（松本）個々の考えを組織としての考えに練り上げて、執行部に伝え、政策に反映できる力が組織力にも繋がるのだ

と思っています。 

（佐藤）岡山大学総合技術部の最初の運営会議では、自分たちは一体何者なのかのアイデンティティーを持つこと

が重要で、それが組織力を高めるのだとお伝えしました。 

それでは、琉球大学さんは組織力を伸ばしていくのに何が必要だとお考えでしょうか。 

（勢理客）私どもはフラットな体制を取っていますので、マネージャーだけではなく、各グループのリーダーが重要な役割

を担っており、組織を盛り立てていっています。技術職員のフラットということを生かして、協力体制を取りながら進めてい

くのが大事だと思います。 

（佐藤）盛り立てていくというのが重要なキーワードだと思います。岡山大学総合技術部も一致団結するものがなか

なか見つからない中、このシンポジウムによって目指すべき方向性が上手くできたと思っております。 

山口大学さんは一致団結するきっかけはありましたでしょうか。 

（河本）3年前に総合技術部ができたときに、機器分析の技術研究会を開催しました。分析でしたが、結果全部の

課で網羅して練り上げて準備しました。今だから考えると、１つのものを皆で開催するということが一致団結するきっかけ

だったのではないかと思います。 

（佐藤）ありがとうございます。東京工業大学さんは東京医科歯科大学さんと統合するということで、組織はどうなって

いくと思いますか。 

（高橋）組織が変わると思いますが、技術職員の組織体がなくなることはないのは間違いないと思います。 

東工大は、部門ごとの組織力は強いですが横の繋がりはまだ薄いと思っております。医科歯科大と一緒になるとき

に、この部分は上手くまとめていきたいと思っております。 

（佐藤）医療系の技術職員は、キャリアやスキルは少し違うかもしれませんので、高い技術を持たれている方が多いと

思いますので、技術の共有化等色々な形が出てくるのではないかと思います。 

では話を変えまして、今後こういうことやってみたいというはありますでしょうか。 

（堀）他大学に行って働いてみたいと思っています。例えば岡山大学の技術職員が東京工業大学さんに行って一緒

に働き、東京工業大学さんの技術職員が岡山大学来て働き、技術職員を交換するようなことが今後やらなければな

らないことかと思います。 



 
 

（佐藤）この件はすでに計画しております。岡山大学の研究ポリシーを改正しまして、技術職員は支援者ではなく研

究を従事するもののパートナーと記載しています。人材育成は大学内だけではなく、社会と共に育てる、外に出して育

成していくということを目指しております。それでは、琉球大学さんでやってみたいことを教えてください。 

（勢理客）私たちは今富士通ジャパン様と技術職員のスキルの見える化を取り組んでいます。琉球大学 1大学だけ

ではボリュームに欠ける部分があるので、他の大学様と共同でやっていきたいと思っております。よろしければ、ご一緒に

やって頂ける大学がありましたらお願いします。 

（佐藤）これがシンポジウムの醍醐味でネットワークが拡がっていくことが重要だと思います。 

山口大学さんはやりたいことがありますか？ 

（河本）組織として形になっていますが、ここに魂を入れることが必要だと思います。部課長制については、個人的には

悪くないと思っていますし、運用をしっかりしていくのを、事務の長けている方に教えてもらうことも大事だと思います。組織

が機能する形が重要だと思います。 

（三浦）技術職員の方にも事務的なマネジメントも必要だと思っております。例えば技術職員が事務組織に入ること

や事務職員が総合技術部技術企画課に入るような事務職員と技術職員の合流ということはかなり勉強になると思い

ますので、あったら良いと思います。 

（佐藤）これも岡山大学で複線化人事を考えております。全体的に組織の強化になると思います。 

では、東工大さんいかがでしょうか。 

（高橋）各部門にいる若い方に研究基盤戦略室に関わってもらい、コアファシリティの令和 6年度計画書等を一緒

にやって頂けると、どういうことをやっているのかを理解してもらえると思います。もう一つは、人事交流を東工大もやりたい

と思っております。大学間で交換という仕組みができると協力や協働できるのではないかと思います。ここは一緒に考え

てやっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

（佐藤）では岡山大学と東工大でやりますか。学長の OK がもらえましたのでやりましょう。等価交換などどちらの大学

にも得になるやり方はあると思いますので、その他にも人事交流をやってみたいという大学がありましたらやっていきましょ

う。それでは最後に人材育成という点で苦労している、ここをポイントにしているという点がありましたらお教えください。 

では東工大さんからお願いします。 

（高橋）東工大は今 TC カレッジで全国的に動いております。参加するには日々の業務が忙しいという意見もありま

すが、東工大の中からも将来的に自分のためになるということを考えて頂き、チャレンジや運営に関わって頂きたいと思っ

ております。 

（三原）東工大の学長就任の際から教職協働ということを強く言っておりまして、会議の場でも教員と職員が隔たりな

く活発な意見が出せる状況を作っています。先ほど部門ごとに隔たりがあると言いましたが研究基盤戦略室の方が横串

しとなってやって頂くのが重要だと思います。また各部門の方々に研究基盤戦略室に入って頂き、マネジメントをやってみ

たいという気持ちにさせることが大事だと思っています。 

（佐藤）同じように円卓に職員も教員も URA も座ることが重要だと思います。 

山口大学さんは人材育成についていかがでしょうか。 

（河本）１つは TC カレッジに山口大学から参加させて頂いているのが人材育成のモデルとして良いと思います。 

もう１つは、琉球大学さんと高度人材育成というプログラムで、分析系で一緒にさせて頂いています。 

共通する所を見つけて、共同で人材育成していくことは効率的なスキームができるのかと思います。 

（佐藤）ありがとうございます。それでは琉球大学さんは人材育成でやってみたいことなどはありますでしょうか。 



 
 

（勢理客）技術力を伸ばすことと、琉球大学ではマネージャーの任期は 2年なので多くの方のマネジメント力の育成

が大事だと思います。 

（平良）事務のところで考えているのは、大型プロジェクトが採択されたときは、それに合わせて非常勤の方を雇うよう

になっていますが、そこに常勤職員を派遣することで力をつけてもらうということもあると思います。人事設計については詰

めていかないといけないと思っております。 

（佐藤）プロジェクトベースで人を育てるのはビジョンがしっかりしているので育成しやすいと思います。 

最後に岡山大学ではどうでしょうか。 

（松本）若いうちから色々とさせて頂くのは大きいかと思います。あと、TC カレッジという１つのオールジャパンの仕組み

は外を知ることができるという点と困ったときに聞くことができる距離感やお互い顔を知っているということでの繋がりが人材

育成で必要になってくると思います。 

（堀）マネジメント力は、大学の戦略に触れることだけでもつくと思います。技術力は、より専門的なところで学ぶことも

１つだと思います。 

（佐藤）今日は皆さんからお話を頂きました。将来のありたい姿つまり未来をどういうものにしたいかを見つめ、個人や

組織で考えることで形作ることができるのではないかと思います。ぜひ技術職員さんにおいてもここで話し合った内容を持

ち帰って育んで頂けたらと思います。 

 

 

 

 

パネルディスカッション時の様子 

 

【所感（岡山大学 総合技術部）】 

 全国の大学でコアファシリティが進む中で、技術職員組織についても強固な体制構築や大学戦略への参画等、求め

られる部分は大きくなってくると思います。技術職員組織構築の形は、それぞれの大学での実情や位置づけが違うた

め、その大学に合ったものが良いと思いますが、今回のシンポジウムのように、文部科学省や他大学の情報を取り入

れ、組織を良い方向に変革していくことは必要になってくると思います。 

また技術職員だけではなく、大学執行部や教員、事務職員と共用体制を確立することも重要な１つだと思います。 

そして、1大学ではなかなかできない人材育成等については、他大学と連携・協力しながら発展させていき、オール

ジャパンで日本や大学の研究力向上に貢献できる組織になっていく必要があると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

特別講演 「大学の研究力強化について～研究基盤の観点から～」  

文部科学省 研究振興局 大学研究基盤整備課 課長補佐 山本 武史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【基調講演 「“未来”を共に築く岡山大学総合技術部の立ち上げ方」 】 

 岡山大学 学長 那須保友 ／ 岡山大学 総合技術部 部長 田村 義彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【パネルディスカッション 「４大学から発信する技術職員組織構築の過去・現在・未来」 】 

【事例紹介（東京工業大学）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【パネルディスカッション 「４大学から発信する技術職員組織構築の過去・現在・未来」 】 

【事例紹介（山口大学）】 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【パネルディスカッション 「４大学から発信する技術職員組織構築の過去・現在・未来」 】 

【事例紹介（琉球大学）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


